
（全国古民家再生協会福岡第一支部 例会）議事録 

記録日：令和元年 10 月 22 日 

記録者： 井上 静夫   

団体名 一般社団法人全国古民家再生協会福岡第一支部 

開催日時 令和元年１０月２０日（日）18:30〜20:30 

開催場所 筑紫野市生涯学習センター 特別会議室 

出席者 
井上静夫、加藤武弘、原口義弘、山城京子、梅野貴博、工藤隆宏、鈴川俊介 

淀川洋子  

 

議事 

 
全国報告事項              

全報７−１ 令和２年度水深会員参加に関して 
全報７−２ 住生活月間に関して 
全報７−３ 古民家地域アドバイザー（まちづくりトレーナー）に関して 
全報７−４ 令和の大工棟梁検定開催に関して 
全報７−５ 令和の大工棟梁技術者育成事業に関して 
全報７−６ ２０１９年地区会員大会の開催に関して 
全報７−７ 第７回再築大賞に関して 
全報７−８ 第８回古民家フォト甲子園受賞作品の発表に関して 
全報７−９ 古民家住まいる・空き家サイトの拡充に関して 
全報７−10  クラウドファンディング実施中 
全報７−11  ペット信託に関して 
全報７−12  各種スケジュールに関して 
全報７−13  メルマガサービスに関して 
全報７−14  古民家ポータルサイトに関して  

 
支部報告事項 

支報８−１ 新規入会に関して 
支報８−２ その他 
 

 

決定事項 

 

全報７−１〜支報８−３に関して、井上支部長より報告および補足説明があった。

７−１ リフォーム事業者団体である本会が律する必要のあること。非会員の施工

によりクレームが発生している現状。また事業者会員入会への働きかけ 

を。 

７−２ 住生活基本法を基に活動している住教育推進機構の説明。担当の山城会員

より、住生活月間の取り組みについて 10/6 八女市でのセミナーと 10/19 

県主催の住まいるフェアの報告。また 10/27 東京でのセミナーに関しての

案内。 

７−４ 10/24 北九州での開催において、２名の受講者があること。 

７−５ 大工棟梁検定と育成補助事業の違い。推進企業の働きかけを。 



７−６ 11/16 熊本にて開催の地区大会および他地区大会への参加促し。会員義務

であり、基本全員参加すること。 

７−８ 第８回開催において、福岡県の学生が入賞。学生が参加し、経験や関わり

が未来に繋がること。 

７−12  本日の講習試験において行政より受講者があり、「これは後世に残せる資

格だと思い受験した」とのこと。意識が高まっている。 

    

支部報告事項に関して、担当より説明があった。 

８−１ 支部長より、３名の新入会者があり面談等を済ませた。 

８−２ 11 月より住育学校後期講座が開始。地場の職人さんの活躍の場を広げた 

い。 

学習プログラム：新教本 P 35〜46（鈴川会員）   ※次回 P47〜（井上支部長）

次月開催日時 令和元年１１月１２日（火） 18:30〜20:30 

次月開催場所 筑紫野市生涯学習センター 特別会議室 

 


